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会社概要 主な業務内容



太陽光発電とJ-クレジットで「再エネ100％」を実現。

■再エネ活用とBCPの体制の構築
災害時でもライフラインとしての事業をとめることが
ないように構築。

サステオ使用車両

仙台市内小学3、4年生を対象
にした“お仕事ノート”（副読
本）に廃棄物処理・リユース
＆リサイクルとして掲載され
ました。脱炭素や循環型社会
など持続可能な社会を作り将
来世代への波及効果をもたら
します。

お仕事ノート

再エネを活用して脱炭素化に貢献

■自家消費型太陽光発電設備(2020年2月～) 

太陽光発電

ＥＶパワーステーション
通常時は営業車として活用。

停電時は蓄電池として機能する。

◂持ち運び可能蓄電池

事務所とリサイクル工場

蓄電池からの給電ができる
ため、停電時でも電気を使
うことができます。
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■東北初!次世代バイオディーゼル燃料
（サステオ）

サステオを公道にてごみ収集車に使用しました。



アルミフレームと太陽電地モジュールを
分離する機械

バックシートの粉砕

ジャンクションボックス

アルミフレーム

ガラスを破砕する機械

バックシートを破砕する機械

フレームを取り外した
太陽電池モジュール

ガラス

アルミ原材料

銅原材料

防犯砂利、路盤材
■リサイクルの流れ

■エコロジーセンター愛子
エコロジーセンター愛子は資源循環がテーマの施設です。

令和５年４月より稼働し使用済み太陽光パネルのリユース
とリサイクルを行っています。使用済み太陽光パネルのリ
サイクルで環境負荷を最小限に抑え、資源を有効活用する
取り組みを進めています。
地球環境を守りたい、地元で成⾧し地元に根付き貢献を

していきたいという強い想いを込めて「エコロジーセン
ター愛子」と命名しました。

銀など有用金属の
抽出と原材料化
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仙台市の環境見学施設のひとつとして登録（R7）
されました。
視察､見学者（R7.8.15現在）
企業団体 74団体445名
町内会等 7団体135名

あやし



循環経済

○近年ではFIT制度の終了とともに、太陽光パネルが2030年に
最大50万トン/年に達する見込み。

○すべてを埋め立て処分された場合、2021年の
最終処分量（869万トン）約５％に相当

⇒最終処分場のひっ迫

○不法投棄問題の懸念が増加

使用済み太陽光パネル

回収・運搬

太陽光発電所

リサイクル処理・パネル分解

資源循環

■太陽光パネルの大量廃棄問題に寄与
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リサイクルによる廃棄量低減
（金属材料として再使用）

使用済み太陽光パネルの推計排出量

太陽光パネルの排出量予測 出典：太陽光リサイクル制度小委員会資料



設置 拡大支援

維持支援 定着支援

適切な処理体制構築により、ステークホ
ルダーからの信用・信頼を獲得。これが、
太陽光発電所をはじめとする事業の継続
的な運営を支える基盤となります。

現時点では、使用済み太陽光パネルのリ
サイクルに関する法的義務は存在してい
ませんが、将来的な義務化を見据え、早
期にリサイクル体制を構築し使用後の安
心付与による信用・信頼の増幅を目指し
ます。

こうした先行的な取り組みにより、法制
度への対応準備が整った企業として、発
電事業者からの選定や活用が広がり、再
生可能エネルギー関連事業の健全な発展
に貢献しています。

適正・適切処理可能なリサイクル事業者
を活用することで、太陽光発電事業の持
続的な普及・拡大が図られ、社会インフ
ラとして地域や産業に定着していくもの
と見込んでいます。

持続可能な太陽光発電の事業支援のために！
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